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小中学校の不登校の
状況（⽂部科学省，2024）

不登校児童⽣徒数
346,482名(過去最多)

千⼈あたりの不登校児童
⽣徒37.2⼈(前年31.7⼈)



90日以上不登校
ながら支援に繋
がらない子どもが
いないようにと示
されたCOCOLO
プラン

１．学びたい時に
学べる支援

２．チーム学校に
よる本人と保護
者の早期支援

３．安心安全な
学校づくり



➊
不登校児童
生徒の学び
の場の保証

➋
小さなSOSを
見逃さない心
の健康観察

➌
授業改善と
環境整備で
安心な学校



専門職活用による
教育相談の充実
①学びの多様化
学校設置
②SC/SSW増員
③SNS等の活用
④不登校児童生
徒の学びの継続

いじめ対策･不登
校支援調査研究
①いじめ･不登校
等の未然防止
②SC/SSW常勤化
③不登校早期発
見･早期支援事業



⽂
部
科
学
省
の
施
策
と
こ
ど
も
家
庭
庁･

厚
⽣
労
働
省
と
の
協
働



⽂部科学省･⼦ども家庭庁の令和7年度概算要求
等における主な取組(⽂部科学省，2024)
不登校対策COCOLOプラン
関連事業 111億円

①不登校の児童⽣徒全ての学び
の場等を確保し、学びたいと
思った時に学べる環境の整備
➁⼼の⼩さなSOSを⾒逃さない
｢チーム学校｣⽀援
③学校⾵⼟の｢⾒える化｣による
安⼼して学べる場づくり

児童⽣徒の⾃殺
対策 88億円

①⾃殺予防に資す
る教育や普及啓発
➁⾃殺リスクの早
期発⾒・早期対応
③事後対応

いじめ防⽌に向け
た総合的な対策
133億円

①未然防⽌･早期発⾒
➁早期対応・組織的
対応
③いじめ重⼤事態へ
の対応



生徒指導提要（改訂版）

児童生徒を多面的視点で捉えるために：
「生徒指導提要」を 「多層支援モデル（MTSS）」に基づく整理

予防的取組

学校･学級の風土を高める
ガイダンス授業

介入的取組
被援助力促進と小集団単位の支援

介入的取組
被援助力促進と個別支援の周辺整備

第1層：発達支持的生徒指導

第2層：課題予防的生徒指導
（課題未然防止教育）

第3層：課題予防的生徒指導
（課題早期発見対応）

第4層：困難課題対応的生徒指導

１次的支援

２次的支援

３次的支援 特定の
子ども

予防が必要な
ハイリスクの
一部の子ども

すべての子ども
(心理教育・定例教育

相談・子ども全体
へのスクリーニング)



カウンセリング

援助者(担任･
養護教諭･
保護者など)

援助者のサポー
ター(SC･SSW･
教育相談Co.等)

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

コーディネーション/コラボレーション

チーム援助に関わる⼈々
(教育相談Co.･特⽀Co.･学級担任･養護教
諭･学年主任･管理職･SC･SSW･保護者等)

当該の⼦ども

スクールカウンセリングの
各種サービス

学級
担任

SSW

MD

SC

教育相談Co.
及び特別支援
教育Co.など

福祉の専門性

医療･療育の専門性

心理の専門性

児童生徒支援の専門性

管理職

管理職チームの
組織マネジメント

チーム学校

学年
主任等

教師の専門性を共有する教育の専門家

チームマネジメン
ト養護

教諭
学校保健の専門性



自我の確立と社会適応
そして社会的自立へ

生
徒
指
導

教育相談

集
団
を
通
し
て

個
の
確
立
へ

個から
集団へ

⽣徒指導と教育相談の関係図



教育

福祉

⼦どもの多様なニーズを踏まえた⽀援

医療

⼦ども
理解

学習

⼼理

健康

環境



子ども理解の枠組
み

子ども理解の多様な枠組

全人的成長

①学習
（Academic)

②社会情動
(Social 

Emotional) ③キャリア
(Career)

子ども理解の枠組

包括的視点

バイオ

（生理的･身体
的機能状態）

サイコ

（精神的･心
理的状態）

ソーシャル

（社会環境
状態）

スクール・ カウンセリング
モデル(ASCA, 1999改)

バイオ･サイコ･ソーシャルモデル
（エンゲル，1977）



各段階で「スクリーニング」としてできること

•学校適応の全般的な
スクリーニング

•気になる⼦どもの課題を
確認する発達スクリーニング

•課題があることが顕著な⼦ど
もへの詳細なアセスメント



個別の⽀援：実態把握から⽀援までの流れ

冒頭アセ
スメント

教育援助

教育援助
の評価

• 先⽣⽅から情報収集 福岡県ｻﾎﾟｰﾄﾋﾝﾄｼｰﾄ
• 初期スクリーニング（S-M社会⽣活能⼒検査・
例外探し・環境確認・発現頻度/時系列の確認）

• 統合して課題整理（実感を裏付け、精緻に把握）
• 問題の確認
• 試⾏的⽀援⇒更なる⾒取り
• 統合して課題整理

• 効果の出たこと
• 効果が不⼗分なところ⇒修正
• 次のステップに向けた検討



全ての⼦どもに保証したい姿

様々な
成⻑プロセス

⾮定形発達

定形発達

健全な
社会的
自立



全ての⼦どもに届く
学校適応援助

学習 ⼼理社会 キャリア 健康

•学級・学年間で対応方針を共有

•困難の内容でなく深刻さに対応

•課題・強みを包括的に把握

•学級担任間で支援方略を共有



丁寧な校内連携の必要性
エピソード❶：別室登校の生徒の教室復帰を目指し、学級担任と

養護教諭・SCで丁寧に関係作りを行い、支援をしていた。
一部教室に戻りつつあった段階で、学年主任が教科担任
を務める社会科の授業で、宿題未提出の生徒が多かっ
たことを全体に指導し、その生徒は、それが心理的負担と
なり、別室はおろか、学校に登校できなくなってしまった。

エピソード❷：不登校傾向の生徒に保健室登校を足掛かりにして
別室登校が安定するように計画していたが、保護者が1時
間目が始まった後に車で学校に送り、本人が下足箱を通
り抜けた時点で、遅刻指導をした直後の生徒指導部の教
員と出会い、指導を受けてしまった。その生徒はすぐ保護
者に迎えに来るよう連絡し、帰宅して以降、欠席が続く。



各領域の専門性をふまえた視点を統合した検討・協議

多職種協働による児童生徒支援のネットワーク

アセスメント

計画策定

モニタリング

直接･間接介入

評価

観察・集約・見立て

方針提案・役割分担

コンサルテーション

観察・集約・再修正

全体評価
（⻄⼭，2012を修正）

児童生徒支援担当者
のコーディネートによ
る支援の推進：深刻な
課題のある支援対象

へのチーム援助の推進
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図 教育相談活動階層的援助システム（西山,2023 を修正） 

    

教職員の

日常的な

関係構築 

(信頼関係

づくり・教

師相互に

支え合う) 

教育相談Co.や担当

者等の中心スタッフ

が統括し，ケースマ

ネジメント（情報収

集,見立て,支援方針

の決定,役割分担・進

捗のモニタリング） 

学級担任が

中心となり

教育的な支

援策を立て

実施する 

学年会等で情報共

有し、進捗が芳しく

なければ状況に応

じ個別対応が必要

か検討する 

主に校内のチー

ムで共通理解・分

担し支援を行う 

チームで進捗状況

報告。進捗状況の 

評価で次の方針を

検討する 

２次的支援 
予防的教育相談 
 (一部の子ども) 

１次的支援 
開発的教育相談 
 (全ての子ども) 

外部資源（機関 

･専門家）も交

えたチームで

情報共有･役割

分担して支援

する 

各自が分担の役割を

果たし進捗を共有。 

代表者が全体調整と

外部資源の情報の 

集約を行い，進捗 

状況を評価する 

３次的支援 
(治療的・  

問題対応的

教育相談 

(特別な子ども)

日常観察で

捉えられた

課題に対し,

学級担任等

の直接支援

者が見立て

支援する 

ト
リ
ア
ー
ジ
的 

ア
セ
ス
メ
ン
ト 

３次的支援 
(治療的・  

問題対応的

教育相談 

(特別な子ども) 

児童生徒支援
担当者に期待
される組織的
支援の役割：

校内の個別支
援ニーズの集
約・検討と課
題の深刻さに
よる整理

学校における教育相談の充実に向けた体制づくり



校内の児童生徒支援のシステム作り

話し合いの場
⼦どもの学校⽣活の充実に
向けた⽀援の 牽引者

(教育相談コーディネーター･
⽣徒指導主事･管理職および
校区等に配属のSC･スクール
ソーシャルワーカー等)

主要な
メンバー

ツール
(記⼊⽤シート,
会議⽤アジェンダ，
チェックリスト等)

•養護教諭
•教育相談担当者
•⽣徒指導担当
•特別⽀援教育コー
ディネーター
•管理職
•SC
•SSW
•その他の援助資源

ルール
(不登校等の個別指導に
関する教務内規,
⽣徒指導ガイドライン等)

「チーム学校」
時代に向けた



トランジション（移⾏）
次の学年・学校に送り出した児童⽣徒が，過度に無理のないペースで
新たな学びの場に適応していくことができるには？

【⼩学校・中学校・中等教育学校・⾼校・特別⽀援学校】
以前の教育段階では・・・
•どんなことが課題となっていましたか？
•所属機関にいる時の⼦どもの状態はどうでしたか？
•在学中にその⼦どもの問題を理解していましたか？
•保護者はどの程度⼦どもを理解していますか？（1⼈･集団）



全ての児童生徒に保証したい支援により、
成長を促進させつつ移行に備えるには

•個に応じて各発達段階に必要な力をつける

•課題がありそうなことを予見する

•環境面の資源をふまえる（家庭に加え、
SC・SSW・医療等,他領域の資源も）

•シミュレーション

•相談できる窓口は

•困りごとに関する見通しは

•トラブル対応のパターンは

支援者 当事者・保護者

様々な成長プロセス

非定形発達

定形発達

健全な
社会的
⾃⽴



アメリカの不登校対策の例
ソノマバレー学区における模擬SARBミーティングの様子（所要時間約1時間）
モデル：中学2年生で出席状況および成績が急降下した生徒，保護者
経 緯：①3日の欠席の後，4回目に事情を説明する手紙発送

②5回目の欠席で，より厳しい内容の手紙発送
③6回目の欠席で，学区SARB(School Attendance Review Board)実施

⺟親（家庭の⽀援
者･弁護⼠･通訳等
が同席することも
有り）

中学2年⽣（A）

郡教育委員会
所属カウンセ

ラー司会:ｿﾉﾏﾊﾞﾚｰ
学区⽣徒⽀援
ディレクター

ｿﾉﾏﾊﾞﾚｰ学区
⽣徒⽀援
コーディ
ネーターソノマ郡警

察署保安官
補 中学校薬物防⽌

＆安全コーディ
ネーター

Youth & Family 
Services(郡警察)

⽣徒の所属
校の管理職

当該⽣徒担当
スクールカウ
ンセラー 郡教委児童⽣徒

出席管理担当者

弁護士同伴で出席の場合，
法的準備のため再開の日程
調整のみで解散することも有

問題が肥大化する前に校内で
SART(School Attendance Review Team)を実施する



様々な教育⽀援センター(適応指導教室)

•体験活動型

•学力補充型

•混合型

教
育
⽀
援
セ
ン
タ
ー
の
類
型

治療モデル 個⼈⾯接重視

成⻑モデル 体験活動重視

教育モデル 学習活動重視

家族モデル 家族的雰囲気重視

現在の教育支援
センターにおける
トレンドは…

教育支援センターの構成員

• 適応指導教室 指導員

• 心理職：カウンセラー

• 年齢･職種等･多様な人材の協力
例：クラフト（絵手紙･書道等）の先生

作業学習（野菜作り･飼育等）の先生

• 教育支援センター室長（退職校長等）

• 教育職：教育相談等の経験を積んだ
現職教員
教員免許を持つスタッフの配置



教育⽀援センターでの活動

体験活動↓↓ ⽇常的活動⇒

• ⼦ども⽀援：居場所づくり
学習⽀援

• 保護者⽀援：親の会等
• 教職員連携：担任連絡会



多様な不登校⽀援の現状
教育支援センター
（適応指導教室）

フリースクール
（民間･他機関）

夜間中学
（公立中学校）

学びの多様化学校
（不登校特例校）

定時制･通信制高校
（公･私立,サポート校）

主に不登校状況にある児童生徒が、仲間と共に、学習や
体験活動に取り組み、人とかかわることへの不安や悩み
を和らげることを目指している

不登校の子供に対し、学習活動、教育相談、体験活動な
どの活動を行う民間の施設。多様な設置者により特徴が
様々である

元は就労等による義務教育未修了者のために開設され
た。外国籍の者、入学希望既卒者、不登校生徒など、多様
な生徒を受入れている

不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編
成して教育を実施する必要性のある者に向けた学校。中
学・高校の段階がある

定時制:勤労青少年のため設置(1948年)され,
4年以上かけ卒業する。それぞれ高等学校課程がある。通
信制:サポート校を置く学校も多い



令和６年度現在：特例校の設置状況（学びの多様化学校）
平成16年：2校
平成17年：3校
平成18年：5校
平成19年：7校
平成20年：8校
平成24年：9校
平成26年：10校
平成29年：11校
平成30年：12校

令和1年：13校
令和2年：14校
令和3年：17校
令和4年：21校
令和5年：24校
令和6年：35校



児童生徒支援のバランスをとる

気になる子どもの把握
多職種での課題の見極め
個に応じた教育支援計画

気になる子どもの把握
多職種での課題の見極め
個に応じた教育支援計画

全ての子どもの強み・興味の理解
成長を促進させる当事者の個別的

・包括的計画立案の多職種の援助

全ての子どもの強み・興味の理解
成長を促進させる当事者の個別的

・包括的計画立案の多職種の援助

全体へのスクリーニング（専門職の協力も得る）
所属学年等での検討
児童生徒支援の担当者会議での確認
個別支援に関する計画立案と関係者の合意

授業･学活･LHRでの活動
各領域の適応状況検討
個の成長のモニタリング
教育計画の作成･更新

•専門職の活用（見方の理解・対応方針）
•援助職目線のアンケートのスクリーニング
•保護者支援，居場所作り，不安の解消

•自己成長に向けたガイダンス授業の共有
•全校実施のアンケートから自己理解へ
•中１ギャップ・高1クライシス等の予防



全ての⼦どもに届く⼼理教育

構成的グループエンカウンター
ピア・サポート
ストレスマネジメント
包括的プログラム例
｢ ｣・｢ ｣
｢⽇本版 ｣

ソーシャルスキルトレーニング
アンガーマネジメント
アサーショントレーニング

｢ソーシャル＆エモーショ
ナルラーニング（社会性と
感情の学習）｣ に含まれる
要素のポイント
• ⾃⼰理解
• セルフ・マネジメント
• 他者や社会の理解
• 対⼈関係
• 責任ある意思決定



学校関係者や外部資源の後支え

（自己権利擁護）の力量を高める

（自助･他助資源）に関する情報を集める

（支援体系）を自らの周りに構築する

子どもの適応・成長を実現
するための「プロモーター」

保護者

子どもの適応・成長を実現
するための「プロモーター」

本人



ご参加ありがとうございました。 ご質問があれば:
hisakon@fukuoka-edu.ac.jp
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